
慰 霊 大 祭 (参進する神職 )

昭 和 天 皇 御 親 拝

昭Ⅲ45」
「
10月 13日 午前101寺 3分

昭 わ え 皇 お 言 普

『大会に集 った皆に会 えて苺 しく思
います。護國イヤ社の本仕については
稚F薔 労の多い市 と思い ます。 こオtか
らも日々の茶杞に励 むよう希笙 しま
す。』

ヨ
`わ
41年 3月 10日 oた東京
全国霞国神社11立 30周 年大会

御親拝記念碑

交通機関 バス 岩手県交通茶畑線 (盛岡駅～茶畑)
八幡宮前下車 徒歩 1分  合計 15分
タクシー  0分

鎮座地 盛岡市八幡町 13番 2号
岩 手 護 國神 社 社 務 所

T E L O196(22)7158
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岩手護回
盛岡市八幡町

を祀 る

神 社

0岩 手県戦没者遺品館
Π岩手護國神社
FT盛 同八幡宮

至仙台馨

み た ま祭 (英霊鎮魂火焚神事)

鎮座



岩手県戦没者遺品館
御 祭 神 護国の英霊 35,772柱・相殿 1柱

(千 へ4年 5月 3日 現在)
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源咸常all命

摩卜ΣFk患景史最中鳥綺?贅京普晏f、 最
多の事変・単た役に、人さきの人え重戦争で戦
,た さオtた 神霊 (岩 手県を木藉地として出社さ

鮭猿褒畢11鐸 季言i営 手:｀
るや霊)を 、招

沿   革
明治 2年 同月 2日

隻聯束t(塊
・
≧ミミヽこ断ご 1ん

ヽ
魔社』 と称す。
明治 14年 8月
盛同「A7た公園夕と(現 在県民会館敷地の一部 )
に社殿辻普ミ座。
明治39年 同月 5日
盛岡市 t家 ′ヽ幡、盛岡へ幡官売 内に社殿造
菅ミ座(見在笠森稲荷神社鎮座 )。
日召不日14年 4月 1 日
『着手崚国神社「 と及称6内 券省指定神社
となる。指定 とは利オふイ上れて T■ 費 :よ 県がこ
イ(を 一切 え弁す るところのオヤfLで 、や式 を
常勤 させ茶に を蔵修せ しめた。
日召不日14年 4月 28日
現在地に社殿ミ営ミ座。tt rt7'こ 3,600坪 を買
に生菅す。
昭不日20年 12月 15日
逹合早晨高指へ :「 (↓ 領早 )よ リイヤ辻指かが

昭彙liな 営募]1摯
鷹上[黛 た含

回の全て

争分交条禁命倉夕iえ∫
京教法人となり、グ

昭和 24年 3月 25日

i堤株i基占坐ξォ
=総
罫曇 I亀L第1』

をいかに して存続せ しめるかの一方法 と し
て来 らオtた 匁置であった。
昭不日27年 12月 |1日
常教法人法により宗教法人神社 となり現在
に至 る。
日召不口28年 4月 9日

睦古駕聾`よいt`幣:焼占∫]毅

堵手県出身将兵のこ品を木永く保存 し、ミ品
を4じ て戦没者 を追悼 し、共霊 を慰め、千わ
への普ぃ も新 たに、昭イロ60年 4月 25日 、こ重
荻 をは じめ県民の真 :む か らの寄附 を″Fき え設
さオtま した。
ごニミ族的500名 のこ本納 による8000令 .古、の道品
が晨示 えは、保管 してあ ります。

癬 鑢

啜ゃ

轟 |
奉 公 袋

日 章 旗

私たちの護回神社

― ―ヤ  喀――
豫てより人束工の我ひには国家隆盛のこを問
かん。勇往直進へ任券を遂行 し痛Fか 回思の万
分 の一 に兼 じ水 らん 子 々傾首

共悦 よ り
待F両 札 様
人来重の朝摩と消えても名も高き

希国の甘 にまだ。えく春が来る』
落手=F凸

根口「 出身。海早整備兵長逹藤美悦

令の竜吉です。昭和19年 8月 2ロ テニアンに
て単ええ。21歳 で した。後に残さ″tた 私たちの
ために、祖回のために、一身を棒げらオtた の
は、私たちの本当に大切な内身で した。今は
4国 の共霊として私たちの:え 國オヤ社にお茶 り
さオkて ぃます。

ご英霊との魂の .S、れあい

岩手護國神社護持基金

ご奉賛のお願い
岩手 :え 國イヤ社 の将 来 にわたって の永之 の襲

持 と、そのかけがえのない茶オcが 洪 してく絶
えることがないように、基金の確保に努 めて
い ます。 どうそ ,ご からのご本贅 をお願ぃや し

上けます。 尚、基全は社券所にて丈付 けてお
ります。
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